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■年頭あいさつ■

ＪＡグループ青森四連

会　長　　　　　　　　

阿 保 直 延

　あけましておめでとうございます。

　新しい年を迎え、組合員をはじめＪＡ役職員の皆様

には、心からお慶び申しあげます。

　さて、昨年は、「新型コロナウイルス」という世界

中を震撼させた感染症が拡大し、今もなお、衰えるこ

となく猛威を振るっている状況にあります。この、コ

ロナ禍による外出やイベントの自粛、外食店の休業等

により、県内においても多くの業種が影響を受けてお

り、我々ＪＡグループの事業展開や活動も悩まされた

一年でありました。今後、当面は「withコロナ」として、

コロナありきの生活様式を念頭に、事業運営や経営に

取組む必要があると考えます。

　昨年を振り返ってみますと、国政においては、連続

在位日数歴代最長の安倍政権から、菅政権へ移行とな

りました。安倍政権時代は、米の生産調整見直し等農

業・農協改革や大型貿易協定の締結による相次ぐ市場

開放等を主導しましたが、生産現場の意向を踏まえな

い対応も多く、農政のあり方においては課題があると

言わざるを得ません。新たな政権は、前政権路線の継

承を掲げていることから、農業・ＪＡ界にとっては、

引続き予断を許さない状況が想定されます。昨年の貿

易協定による市場開放の動向をみましても、「日米物

品貿易協定（ＴＡＧ）」はアメリカ大統領選もあり、

再協議規定による交渉等大きな進展はみられませんで

したが、「英国との経済連携協定（ＥＰＡ）」や「地域

的な包括的経済連携（ＲＣＥＰ）」の合意がされてい

ます。特に、ＲＣＥＰでは米や牛肉・豚肉等の重要５

品目が関税削減・撤廃の対象から除外されていますが、

中国・韓国とは初の貿易協定であり、新たな市場開放

先となることから、県産野菜への影響を注視していか

なければなりません。

　また、コロナ禍の教訓として、昨年３月に閣議決定

しました「新たな食料・農業・農村基本計画」の着実

な実行による食料安全保障の確立と食料自給率の向上

に向けた取組みの加速化が望まれます。国産農畜産物

の安定供給を確保し、持続可能で豊かな食生活を守る

ことにも繋がりますが、そのためには、生産基盤強化

が求められます。特に、我が国の主食である「米」に

ついて、2020年産米の過剰作付けやコロナ禍等での消

費減少により需給緩和の状況にありますが、過度な生

産調整は生産基盤の弱体化と食料供給の不安定化を招

く恐れがあります。米の需給改善対策等については、

行政も含めた生産者・消費者、集荷業者等関係者が一

体で取組むことが強く求められます。

  さらに、規制改革に関する農協改革の動向につきま

しては、今年３月、改正農協法に定める「５年後検討

条項」の期限を迎えます。我々ＪＡグループは、自ら

改革をすすめ、自主・自立の協同組合としてＪＡ自己

改革に取組んでまいりましたが、准組合員の事業利用

規制のあり方については、引続き「組合員の判断」に

基づく対応を求めてまいります。

　本年は、令和６年３月を見据えた「第29回ＪＡ青森

県大会」を開催する年でもあります。前回大会の決議

事項への取組状況や反省点、取りまく諸課題の認識の

共有を踏まえ、３年後のＪＡグループ青森の姿が農家・

組合員から評価が得られる大会を目指したいと考えて

おります。

　むすびに、令和３年は新型コロナウイルスが収束し、

組合員をはじめＪＡ役職員の皆様が、健やかに笑顔あ

ふれる一年であることをお祈り申しあげ、新年のご挨

拶といたします。
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今年もおいしいリンゴができました！
青年部りんご即売会（11／28・29）

　ＪＡつがる弘前青年部船沢支部と千年第一支部は、同
ＪＡ農産物直売所かあさんの店前駐車場で、リンゴ即売会を
開き贈答用リンゴを買い求め両日とも多くの客が訪れた。
　買物客は「コロナの影響で開催しているか不安だったが、
今年も親戚に贈ることができて良かった」と話した。青年部
の担当者は「新型コロナウイルスの感染予防対策をとりなが
ら開催することができ、多くのお客さんに喜んでもらえたの
では」と話した。

青年部集荷受付サービス／
地域の力になることが出来て嬉しい（11／27）

　ＪＡ相馬村青年部では11月20日から12月７日までの月・水・
金曜日の８日間、ＪＡ相馬村ライスセンターで集荷受付サー
ビスを行った。この事業は初の取組で、日にちと時間に加え、
集荷場所も限定することで配送コストを抑えることが出来る
ことが特徴。利用した組合員は「贈答用りんごが多い為、前
から運賃には頭を抱えていた。このサービスを行ってくれて
大変助かる」と喜んでいた。

色つき順調　葉ボタン（11／25）
　ＪＡつがるにしきたは、つがる市稲垣町の渋谷宗弘さんのハ
ウスで、葉ボタン現地講習会を開き、生産者12人が参加した。
　今年は例年よりも気温が低いため色づきは早く始まったもの
の、出荷時期には丁度良い花色になると見込まれる。
　出荷時期は12月７日～25日までで、県内および関東に出荷さ
れる。

ねぎ栽培講習会（12／７）
　ねぎ部会はＪＡごしょつがる木造総合支店で栽培講習
会を開催し、30人の生産者が参加した。講習会では外部
講師を招き、主に病害虫や天候不順によるねぎの各症状
について学んだ。各産地で見られた病害虫の症状を写真
で確認しつつ、必要な対策や予防法を確認した。

人気沸騰　話題の菊芋販売（12／14）
　ＪＡ青森直売所で販売されている菊芋が、人気を博し
ている。管内では漬物の材料として戦後以来定番の野菜
だが、菊芋のもつ成分で健康に良い効果が期待されると
して近年の健康ブームで再び注目を浴びている。
　10年ほど前に就農した菊地ともえさんは、５年前から
直売所に出荷しており、お勧めの食べ方を写真入りで売
り場に掲示し「クセもなく油との相性がいいので、揚げ
てホクホクにしたり炒めてシャキシャキにしたり、漬物
以外の色んな食べ方も楽しんでほしい」と話す。
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女性部倉石地区　小学生とコンニャク作り（12／ 11）
　ＪＡ八戸女性部倉石地区は、五戸町立倉石小学校で４年生
19人とコンニャクを作った。６月に定植し、11月に収穫した
コンニャク芋を使用。部員は「加熱前のコンニャクは触ると
痒くなりやすいため、しっかり手袋をしてね」と児童へ促し
た。出来上がったコンニャクは給食の時間に試食。特製の味
噌をかけ、コンニャクを食べると「プルンプルンでおいしい」
と声が上がった。

古代米で正月飾り作り（12／10）
　ＪＡ津軽みらいは、本店で12月の女性営農生活講座を開
き、受講者30人が古代米の稲穂を使った正月飾りを作った。
　講師を務めた田舎館村の「田園」未来を築く会が、正月
飾りの作り方や使用する「清水もち」「亀ノ尾」「アハガラ
シマイ」など数種類の古代米稲穂について説明。受講者は
「オリジナルの正月飾りが作れて楽しかった。飾る前にま
たアレンジを加えてさらに楽しみたい」と話した。

スイーツで市の魅力発信
高校生が来冬一般ツアー開催へ（12／11）

　ＪＡ十和田おいらせのファーマーズマーケット「か
だぁ～れ」で、青森県立十和田西高等学校観光科２年生
が市の職員や先生を客に見立て、十和田市のおススメス
イーツを紹介するモニターツアーを行った。企画の立案
から実施まですべて生徒が行い、来年冬の一般ツアーに
つなげる。モニターツアーを終えた川村南央斗さんは「お
客様を目の前にすると緊張する。課題を改善し、来年は
最大限に市の魅力をアピールできるよう頑張りたい」と
意気込む。

不祥事事例から学ぶコンプライアンス研修（12／３）
　ＪＡおいらせは、コンプライアンス研修をＪＡ本店で
開き、ＪＡ職員と子会社㈱ゆめグリーン社員の180人が
参加した。事例を通じ、不祥事への未然防止の徹底を呼
びかけた。
　講師を務めたＪＡ青森中央会経営対策部の成田真一さ
んは、信用担当だけでなく全職員が金融機関の職員とい
う認識を持つこと、また子会社社員はＪＡグループの一
員であることを認識し、組織として不祥事の未然防止を
訴えた。

地元特産野菜で食農育活動（12／３・４）
　ＪＡゆうき青森女性部は、天間林小学校３学年児童と
七戸町の特産野菜であるアピオスを使った料理教室を開
催。児童らが５月に植付し、11月に収穫したアピオスを
すいとんにした洋風スープ「アピストローネ」作りに挑
戦し、丸や星など思い思いの形のアピオスすいとんを完
成させた。試食会で児童らは「すいとんがもちもちして
いておいしい」「植付からこの日を楽しみにしていたの
でうれしい」と話した。
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　ＪＡ青森中央会は12月２、３の両日、青森市の
県農協会館で、法人税の仕組みや申告実務にかか
る法人税基礎知識の習得と税効果会計実務の向上
を目的に、「法人税・税効果会計基礎研修会」を
開いた。
　嶋谷税務会計事務所の嶋谷留美所長を講師に、
県内７ＪＡから法人税申告実務と税効果会計業務
を担当する職員11人が参加した。
　嶋谷所長は「研修を通じ法人税申告の基本概念
を理解するとともに、ＪＡでの申告業務および決
算書類の作成に役立ててもらいたい」と話した。

　青森県農協青年部協議会の浪岡篤志委員長と役
員３人は12月11、12の両日、青森県農畜産物およ
び労働力に係る要請を、青森県選出の国会議員６
人に行った。
　今般の農業を巡る世界情勢や新型コロナウイル
ス感染拡大の影響により、個人・ＪＡで対応しき
れない問題と青森県が抱える「労働力確保対策」
「水田対策」の課題を訴えた。
　要請は、①生産現場の意向を踏まえ、家族経営
を含む中小規模農業者の経営継続を後押しするた
め、労働力確保対策を講じること②令和３年産米
については、大幅な非主食用米への転換が必要に
なることから、産地交付金の増額等による手取り
格差是正の対策を講じることなどの４項目。
　要請に対して、大島理森衆院議長は「世界中で
コロナの影響を受けており、今が耐えどころであ

る。農水省には、皆さんのご意見を伝える」と述
べた。

　弘前大学は12月11日、青森市の県農協会館を訪
れ、ＪＡ青森中央会の阿保直延会長に青森県産米
「つがるロマン」とリンゴジュース「希望の雫」
の学生への食支援に感謝を述べた。
　ＪＡグループ青森と青森県農協農政対策委員会
が去る10月７日、新型コロナウイルス感染拡大の
影響により、経済的影響を受けた大学生・大学院
生2,238人を対象に支援を実施した。
　阿保会長と面会した弘前大学石川隆洋副学長は
「全国でも学生に対し、４トン以上のお米を支援
した団体は聞いたことがなく、学生・職員共に大
変感謝している。この食支援は学生が青森県に恩
返しするきっかけにも繋がるだろう」と述べた。
　阿保会長は「新型コロナウイルスの一刻も早い
収束を願うが、経済的に影響を受けている学生に
は、今後も支援を継続して参りたい」と話した。

　ＪＡ青森中央会は12月13日、青森市のホテル青
森で第39回青森県「ごはん・お米とわたし」作文・
図画コンクール表彰式を開いた。青森県知事賞に
輝いた作文部門の小松和佳さん（青森市立古川中
学校３年生）、図画部門の橘如花さん（八戸市立
城下小学校５年生）ら入賞者５人と、学校奨励賞
を受賞した４校に賞状を贈った。

法人税・税効果会計基礎研修会

青森県農協青年部協議会が地元議員に国
会議員要請

弘前大学、食支援に感謝の訪問

第39回青森県「ごはん・お米とわたし」
作文・図画コンクール表彰式

JA青森中央会 information　－ インフォメーション －

▲大島理森議員（中）に要請書を手渡す浪岡委員長

▲阿保会長（左）に感謝状を贈呈する石川副学長
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　同コンクールは小・中学生を対象に米・ご飯食
の重要性への理解を深めてもらうため、毎年実施
している。
　2020年度は作文248点、図画139点の応募があり、
作文・図画部門から三賞（青森県知事賞、青森県
教育委員会教育長賞、青森県農協中央会会長賞）
の入賞者各１人ずつと、優秀賞計38人を選んだ。
　作文部門で県知事賞を受賞した小松さんは「ご
はんを作ってくれる人やお米を作る大切さを考え
ることができたので、いい経験となった」、図画
部門で同じく県知事賞を受賞した橘さんは「夏休
みを使って、お米を一粒ずつ丁寧に一生懸命描い
た絵が受賞につながり嬉しい」と受賞を喜んだ。

　青森県農業再生協議会は12月14日、2021年産主
食用米の生産数量目標を20年産米生産数量目標よ
り9,895㌧（4.3％）少ない22万1,334㌧に決めた。
　国が示した「基本指針」も踏まえ、県全体の生
産数量目標を設定した。
　青森県は「生産調整をしながら、産地交付金を
活用し、飼料用米や高収益作物の導入を目指した
い」と述べた。

　ＪＡ青森中央会は12月16日、青森市の県農協会
館で青森県内のＪＡ職員を対象とした「令和２年
度ＨＡＣＣＰ（危害分析重要管理）担当者説明会」
を開き、30人が参加した。
　青森県健康福祉部保健衛生課食品衛生グループ
の西村秀太郎主幹を講師として招き、ＨＡＣＣＰ
の基礎知識と食品衛生法の改正による制度化の現
状について説明をし、グループ演習を通じて、衛
生管理計画書の作成などを行った。

　2021年６月から、食品衛生法の改正に伴い食品
の製造・加工、調理、販売などを行う食品事業者
に対してＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の制度化に
向けた説明会を開いた。
　西村主幹は、従来行っている食品の一般衛生管
理方法から、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理に移行
することについて、①衛生管理計画を作成する②
作成した計画に従って衛生管理を実施する③実施
した結果を記録・確認することなど衛生管理の取
組みについて「見える化」に努めて欲しいと呼び
かけた。

　 行事（１／10～２／10）

１月
　14～15日　第２回管理者研修会（教育研修

所）
　20日　　　定例理事会（県農協会館）
　20日　　　新採用職員フォロー研修会（県

農協会館）
　22日　　　営農指導員認証試験（教育研修

所）
　27日　　　地区別ＪＡ組合長・会長等会議、

自己改革実践トップフォーラム
（県農協会館）

２月
　３日　　　女性リーダー育成研修会（県農

協会館）
　４日　　　第２回内部監査士検定試験（教

育研修所）
　８日　　　県女性協理事会（県農協会館）
　９～10日　第２回初級職員研修会（教育研

修所）
　10日　　　県参協定例会（アップルパレス

青森）

▲青森県知事賞を受け取る橘さん（中）、小松さん（右）

▲参加者からのＨＡＣＣＰに関する質問に答える西
村主幹（右）

青森県の21年産米生産数量目標4.3％減

ＨＡＣＣＰで衛生管理の徹底を
来年の改正に向けた説明会を実施
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　ＪＡカードでは、ＪＡ系統独自サービスとして、
ＪＡ－ＳＳ、ホクレンＳＳとＪＡが経営する全国
の直売所、ファーマーズマーケットのＪＡカード
ご利用割引特典を今年も継続する。
　

　割引対象となる直売所は年々増えており、現
在、県内の店舗は次の10店舗。全国の対象店舗は、
ＪＡグループ「くらし」のサイトで検索できる。
　離れて暮らすご家族やご友人、知人にもＪＡ
カードのお得な情報を。
　URL　https://life.ja-group.jp/

　ＪＡカードのご利用ポイントの有効期限は、ポ
イントが付与された年度を含む２年度で、2019年
度（2019年３月１日～2020年２月28日）に付与さ
れたポイントは、2021年２月28日に有効期限が到
来する。

　獲得ポイントは、「ご利用代金請求書」または
Web会員サービス「Net Branch」で確認できる。
　ポイント交換は、「ＪＡカードわいわいプレゼ
ント2020」（商品交換期間：2021年２月28日まで）
の３つの中からお好きなコースを選べる。
　2019年度のポイントをお持ちの方は、ポイント
交換を忘れずに。

今年もやります！
お買い物や車の給油におトクなＪＡカード

「ＪＡカードわいわいプレゼント2020」
でお好きな商品とポイント交換を！

JAバンク青森 information　－ インフォメーション －

農林中央金庫
１月
　14日　　　信用事業業務検定試験対策研修

「年金アドバイザー」（県農協会館）
　15日　　　ＪＡバンク青森運営協議会専門委

員会（県農協会館）
　15日　　　信用事業業務検定試験対策研修

「ローン推進」（県農協会館）
　24日　　　ＦＰ・金融技能検定試験（各会場）
　26日　　　第二種証券外務員・内部管理責任

者資格試験（県農協会館）

２月
　４～５日　ＪＡバンク青森アカデミー第５期

「管理職コース」第３部（場所未定）
　６日　　　信用事業業務検定試験（県農協会館）
　９日　　　青森県ＪＡ信用担当部課長会議（県

農協会館）

農協電算センター
１月
　20日　　　定時取締役会（県農協会館）

行事（１／10～２／10）

その①　カタログ商品と交換

その③　キャッシュバック

その②　いつも貯めているポイントと交換

◇ 話題の商品から日用品まで、200ポイ
ントからお好きな商品と交換できま
す。

◇ 詳しくは、「ポイント交換商品カタロ
グ」をご確認ください。

◇ １ポイントを４円換算で請求金額から差引きます。
◇ 500ポイント以上100ポイント単位で応募可能です。
◇ ＷＥＢからの応募のみとなります。

◇ 100ポイント単位で交換可能です。
◇ ＷＥＢからの応募のみとなります。

Ｊ Ａ 住 所 直 売 所

青森 青森市 フルーツショップ浪岡

つがる弘前 弘前市 四季彩館

相馬村 弘前市 特産物直売所「林檎の森」

津軽みらい

弘前市 サンフェスタいしかわ

黒石市 あっぷるはうす　かあさんの店

平川市 産直センターひらか　アグリアス

平川市 尾上特産物直売所

ごしょつがる 五所川原市 まるっと新鮮館

十和田おいらせ 十和田市 かだぁ～れ

八戸 八戸市 ＪＡアグリマーケット　八菜館
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　ＪＡ全農あおもりは11月30日、青森市の県農協
会館でやさい防除試験展示ほ総合検討会を開き、
ＪＡ担当者ら22名が出席。試験展示ほにおける病
害虫発生状況や農薬散布状況について情報共有す
るとともに、次年度の防除暦について協議した。
　本検討は、令和２年度からの新たな取り組み。
防除指導体制の強化を図ることで、主要やさいの
高品質・安定生産を目指すことを目的としている。
　今年度は、ながいも・ねぎ・トマトの３品目に
ついて、県内のＪＡ管内に試験ほ場を設置した。
品目毎で実施した新剤については各薬剤とも防除
効果が高かったことから防除暦へ採用となった。
　また、出席したＪＡ担当者からは「複雑なもの
でなく、生産者が活用しやすい防除暦にして欲し
い」という意見があり、試験結果と併せて、次年
度の防除暦に反映することとしている。
　全農あおもり生産振興部の沼田友行次長は「試

験を積み重ね、更なる防除指導体制の強化を図っ
ていきたい」と協力を求めた。
　次年度は、ごぼう・にんにくの２品目を追加し、
防除暦作成に繋げることとしている。

やさい防除試験展示ほ総合検討会

市内焼肉店で「あおもり和牛」の特別限定メニューを展開

JA全農あおもり information　－ インフォメーション －

▲防除効果等について協議する出席者

　青森市の焼肉店、ふくしま精肉店では12月１日
から、特別限定メニュー「あおもり和牛スペシャ
ル３点盛り」を展開。
　この取り組みは、あおもり牛販売促進協議会が、
（公財）むつ小川原地域・産業振興財団の支援を
受けて実施。ふくしま精肉店に、合計130キロの
あおもり和牛を提供した。
　サーロインまたはリブロース、極上カルビ、中
落ちカルビの３点盛りを、通常価格の約４割安で
提供した。
　この取り組みは、「あおもり和牛」の知名度アッ
プと県産牛肉の消費拡大に繋げようと始めたも
の。

行事（１／10～２／10）

１月
　20日　　　運営委員会（県農協会館）

▲期間限定メニューのちらし
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「牛乳ごっくんキャンペーン」第４弾を開催中！
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　ＪＡ共済連青森は11月26日、青森県農協会館（青
森市）において、令和３年１月実施の自動車共済
仕組改訂・事務改善事項研修会を開催し、各ＪＡ
から19人が出席した。
　同研修会は、10月に開催された同内容の研修会
に、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の
観点から、出席できなかった参加者を対象に開催
した。
　令和３年１月実施の自動車共済仕組改訂等の内
容や、令和３年１月実施の農業用貨物自動車割引
の電算精査変更について、自動車共済・自賠責共
済における引受審査業務の方向性について等の説
明があり、出席したＪＡの担当職員は熱心に取組
んでいた。

　ＪＡ共済連青森は12月１日、青森県農協会館（青
森市）において、共済担当部課長会議を開催し、
各ＪＡから共済担当部課長総勢26人が出席した。
　まず、沼田副本部長からの開会の挨拶に続き、

全共連全国本部東北・北海道地区担当の島津部長
より全国普及推進状況等についての情勢報告が行
われた。
　会議では、①令和２年度目標達成に向けた取組
みについて、②令和３年度事業計画書（素案）に
ついて、③令和３年度業務計画書（原案）につい
て、④令和３年４月実施予定の仕組改訂・共済掛
金率の変更について、⑤ＪＡ・県本部間ＴＶ（Ｗ
ｅｂ）会議ネットワークの構築についての、説明
および協議が行われ、出席者からの質疑応答を交
えながら積極的な協議・検討が行われた。

　ＪＡ共済連青森は12月８日、青森県農協会館（青
森市）において、共済事業担当常勤理事会議を開
催し、各ＪＡから共済担当常勤理事が出席した。
　まず、福士本部長による開会の挨拶と、全共連
近藤常務理事からの挨拶があった。
　また、全共連全国本部東北・北海道地区担当の
島津部長より全国普及推進状況等についての情勢
報告が行われた。
　会議では、12月１日に開催された共済担当部課
長会議の議案に加え、ＪＡ本体代理店・県本部代
理店の実績の報告と、令和２年度共栄火災商品の
目標達成に向けた確認・共有が行われ、出席者か
らの質疑応答を交えながら積極的な協議・検討が
行われた。

　

令和３年１月実施の自動車共済仕組改
訂・事務改善事項研修会の開催

共済担当部課長会議の開催

共済事業担当常勤理事会議の開催

JA共済連青森 information　－ インフォメーション －

１月
　20日　　　運営委員会（県農協会館）

行事（１／10～２／10）

▲熱心に取組む出席者

▲会議の様子

▲会議の様子
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　　　●令和２年開始へ県選出国会議員を訪問
　　　　（１／15）写真1

　　　　　ＪＡ青森中央会の阿保直延会長は、県選出
国会議員を訪問し、令和２年の開始にあたり、
本県産野菜の価格低迷対策や本県産リンゴの
輸出強化、農業労働力不足対策などへの早急
な対応を要請した。

　　　●書道・交通安全ポスターコンクール全国表彰
式（１／24）

　　　　　ＪＡ共済連全国本部が主催する「令和元年
度ＪＡ共済全国小・中学生書道・交通安全ポ
スターコンクール」の全国表彰式が行われ、
書道・半紙の部で「文部科学大臣賞」に選ば
れた佐々木胡春さん（黒石市立黒石小学校・
６年）が出席し、家族が見守る中、賞状と副
賞が授与された。

　　　●梅の親善使節が来会（１／30）
　　　　　青森県と相互交流している福岡県太宰府天

満宮の「梅の親善使節」がＪＡ全農あおもり
を訪問。巫女の２人が全農あおもり運営委員
会の阿保直延会長に紅白の梅の花２鉢を贈
り、一足早い春の訪れを伝えた。

　　　●食育の取組みをＰＲ（２／15）
　　　　　ＪＡ青森中央会は、青森市の東奥日報新町

ビルで開催された県主催の「あおもり食育推
進大会2020」に参加し、社会科副読本「あお
もりの農林水産業」の配布や県産ゴボウとニ

ンジンを使ったクッキーの試食を行い、食育
の取組みをＰＲした。

　　　●令和元年産米の食味ランキング発表
　　　　（２／26）写真2

　　　　　一般財団法人日本穀物検定協会は、令和元
年産米の食味ランキングを発表。青森県産米
の２品種「青天の霹靂」「まっしぐら」が『特Ａ』
評価を取得。特に「まっしぐら」は、初の『特Ａ』
獲得となり、三村申吾青森県知事は「生産者
の技術の高さが示せてうれしい」と話した。

　　　●ＪＡ八戸南部支店を新築　オープニングセレ
モニー開催（３／16）写真3

　　　　　ＪＡ八戸は、南部町相内に南部支店を移転
新築オープンした。新支店は、同町にあった
これまでの南部支店と名川支店を統合。

　　　　　山美喜正組合長は「支店再編により今後さ
らなる顧客満足度の向上を図り、組合員及び
利用者の負託に応えられるよう一層の努力を
重ねる」と挨拶した。

　　　●県選出国会議員へ対策要請（３／23）写真4
　　　　　ＪＡ青森中央会と青森県農協農政対策委員

会は、津島淳衆議院議員に対し、野菜価格安
定制度の堅持と、新型コロナウイルス感染症
拡大の影響緩和対策の実施および収束に全力
を挙げてもらうよう要請した。

　　　　　また、次期「食料・農業・農村基本計画」
の着実な推進を図ることや、准組合員の利用

2020年を振り返る
【特別企画】

１
月

２
月

２
月

３
月

　2020年は、日本を含む世界全体がこれまで経験したことの無い、未知のウィルスでワクチンが存在していなかっ
た新型コロナウィルス感染症の感染者の増加で、海外との行き来が長く制限されたことにより、経済の停滞や生
活様式の見直しが必要となった年となった。
　この新型コロナウィルス感染症の影響を受け、東京オリンピックが2021年に延期となり、また、今後の感染状
況次第では、再延期や中止もありうる報道もされている。
　そのような中、本県農業・ＪＡを振り返ると、台風の被害は無かったが強風の影響で津軽地区において一部り
んごの落下被害があったものの、概ね平年並みの数量を収穫でき農家組合員を、安堵させた。
　農家の人手不足対策には、他業種職員による農業応援活動が盛んに行われ、外国人農業実習生に頼っていた農
家も収穫時期に遅れることなく収穫できた。
　また、ＪＡグループ青森と青森県農協農政対策委員会では、新型コロナウィルス感染拡大の影響で経済的な影
響を受けた県内大学生・大学院生に「米とりんごジュース」を送るなどの食支援を実施し、青森県農業と地域社
会に根ざした組織としての社会的役割を果たした特別な年であった。

青森県の農業・ＪＡ主要ニュース
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規制のあり方について「農協組合員の判断に
基づくものとする」との自民党の参議院選挙
公約を遵守するよう求めた。

　　　●青森県ＪＡ女性組織協議会通常総会開催
（４／20）

　　　　　青森県ＪＡ女性組織協議会は、県農協会館
で新型コロナウイルス感染防止のため、参加
人数を１ＪＡ３名までに制限して第66回通常
総会を開き、令和２年の活動計画や予算案を
承認した。

　　　　　２年度は３カ年計画「ＪＡ女性　地域で輝
け　50万パワー☆」の実践２年度目として、
仲間づくりやＪＡ運営への参画に積極的に取
組み、組織強化につなげる。

　　　●農協青年部協議会通常総会開催（４／21）
　　　　　青森県農協青年部協議会は、青森市で新型

コロナウイルス感染防止のため規模を縮小
し、書面決議での令和２年度通常総会を開い
た。元年度の活動報告や２年度の収支予算、
活動計画について承認、ＪＡおいらせ青年部
の浪岡篤志さんを委員長に再任した。

　　　●ＪＡバンク青森　2019年度県域表彰（４／23）
　　　　　ＪＡバンク青森では、新型コロナウィルス

感染拡大の影響で「2020年度ＪＡバンク青森
推進大会」を中止したことを受けて、「2019
年度県域表彰」の表彰式を、上位入賞を果た

したＪＡで行った。
　　　　　優績ＪＡ部門と優績店舗部門で最優秀賞に

輝いたＪＡ十和田おいらせには、錠理－青森
支店長より賞状と目録が授与された。

　　　●メッセージ付きフラワーアレンジメント贈呈
県産花きの消費拡大へ（５／19）写真5

　　　　　ＪＡグループ青森は、県産花きの消費拡大
をはかるため、ＪＡグループと取引のある観
光業や飲食業、関係団体など112団体に対し
「がんばろう」のメッセージを付けたフラワー
アレンジメントを贈った。

　　　　　贈呈を受けたアートホテル青森宿泊マネー
ジャーの佐藤亜希子さんは「色鮮やかなお花
でロビーが明るくなった。お客様にもぜひ笑
顔になってほしい」と話した。

　　　●中央会通常総会開催（６／29）
　　　　　ＪＡ青森中央会は、青森市の県農協会館で

第66回通常総会を開き、令和元年度事業報告
や決算などを承認。元年９月に中央会から連
合会に組織変更したことに伴い、役員改選が
実施され、阿保直延会長と酒井一由副会長を
再選した。

　　　●農業所得向上と新型コロナ早期終息を祈願
（７／７）写真6

　　　　　県農協農政対策委員会は、青森市の大星神
社で2020年度の「農業所得向上・新型コロナ

４
月

４
月

５
月

６
月

７
月

4433

３
月
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早期終息祈願」を行った。委員長を務める阿
保直延ＪＡ青森中央会会長と常任委員ら18人
が神殿に玉串をささげ、県内農産物の豊穣、
農畜産物価格の上昇、農作業の安全と、新型
コロナウイルスの早期終息を祈念した。

　　　●県知事・県議会議長へ要請（８／26）写真7
　　　　　ＪＡ青森中央会と青森県農協農政対策委員

会は、青森県庁を訪問し、新型コロナウイル
ス感染症対策に関する要請を三村申吾県知事
と森内之保留県議会議長に行った。

　　　　　三村知事は「感染拡大の防止に配慮しつつ、
県内経済の好循環を取り戻すことに注力し、
今後も青森県の強みである農業分野における
対策強化に向けて、要請内容を踏まえて、適
宜適切に対応していきたい」と応じた。

　　　●県選出国会議員へ要請（８／26）写真8
　　　　　ＪＡ青森中央会および青森県農協農政対策

委員会の阿保直延会長は、ＪＡ組合長ら17人
と江渡聡徳衆議院議員をはじめ県選出国会議
員５人に対し、新型コロナウイルス感染症対
策等に関する要請を行った。

　　　　　江渡議員は「農業者の所得向上が一番であ
ると考えるが、生産の体制を整えていかない
とかなり厳しい状況である。要請に対して
しっかり汗を流させていただければと思いま
す」と応じた。

　　　●「やさいの日」ＪＡフェア（８／30～31）
　　　　　ＪＡ全農あおもりは、県内のスーパーマー

ケット「カブセンター」「ベニーマート」な
ど11店舗で、やさいの日に係わる販売イベン
ト「『やさいの日』ＪＡフェア」を開いた。
店頭の販売員は「どのやさいも好調な売れ行
きとなっている。中でもながいもが人気」と
話していた。

　　　●農林総合研究所・りんご研究所の「参観デー」
にＪＡバンク青森のＰＲブース出展

（９／４～５）
　　　　　農林中央金庫青森支店は、黒石市の農林総

合研究所で開催された「参観デー」に、ＪＡ
バンク青森の農業資金をＰＲするブースを初
めて出展した。当ブースには400人を超える
来場者が訪れ、農業資金に関するアンケート
を記入し、条件によっては当初５年間の金利
負担がＯ円になる農業近代化資金をはじめ、
各種農業資金の説明に耳を傾けていた。

　　　●ＪＡグループ青森による学生への食支援
（10／７、19、20）写真9

　　　　　ＪＡグループ青森と青森県農協農政対策委
員会は、10月７日弘前大学、10月19日青森公
立大学、10月20日青森県立保健大学で、お米・
リンゴジュースの贈呈式を行い、新型コロナ
ウイルスの影響で経済的な影響を受けた大学
生・大学院生の申込者全員に、「つがるロマン」
（２㎏）と「希望の雫」（1000㎖×２本）を贈った。

77

6655

７
月

８
月

８
月

９
月

88

10
月
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　　　●復旧・復興を支援（10／８）写真10
　　　　　ＪＡグループ青森四連は、ＪＡグループ福

岡に７月豪雨および９月の台風10号等被害へ
の見舞金100万円を贈った。ＪＡ青森中央会
の阿保直延会長がＪＡ福岡中央会を訪れ、乗
富幸雄会長に目録を手渡した。また、見舞金
は、ＪＡグループ鹿児島、ＪＡグループ熊本
などにも贈呈された。

　　　●ＪＡつがるにしきた津軽北部統括支店を新築
オープニングセレモニー開催（10／26）

写真11
　　　　　ＪＡつがるにしきたは、中泊町八幡に津軽

北部統括支店を移転新築オープンした。オー
プニングセレモニーには、関係者ら約30人が
参加。泉谷利幸代表理事組合長らがテープ
カットを行った。

　　　　　泉谷組合長は「各部門の横断的管理と効率
性を高めるため職員を一カ所に配置し、組合
員や利用者が気軽に会話できるスペースを設
置した。新支店を拠点として地域農業の振興
と地域活性化に繋がることを期待している」
と挨拶した。

　　　●直売所利用に感謝　特産物の当選発表
（11／27）写真12

　　　　　ＪＡ青森中央会は、県産農産物が当たる
　　　　「ＪＡ直売所キャンペーン」の抽選会を青森

県農協会館で開いた。キャンペーンは、県内
16のＪＡ直売所の認知度・集客促進、 消費者

ニーズの把握、県産品のＰＲなどを目的に９
～10月まで行れ、応募者２万3,963件の中か
らＡ賞からＧ賞まで当選者150人を決定した。

　
　　　●青森県農協青年部協議会が地元議員に国会議

員要請（12／11 ･ 12）
　　　　　青森県農協青年部協議会の浪岡篤志委員長

と役員３人は、青森県農畜産物および労働力
に係る要請を、青森県選出の国会議員６人に
行った。要請に対して、大島理森衆議院議員
は「世界中でコロナの影響を受けており、今
が耐えどころである。農林水産省には、皆さ
んのご意見を伝える」と述べた。

　
　　　●弘前大学、食支援に感謝の訪問（12／11）
　　　　　弘前大学は、県農協会館を訪れ、ＪＡ青森

中央会の阿保直延会長に青森県産米「つがる
ロマン」とリンゴジュース「希望の雫」の学
生への食支援に感謝を述べた。弘前大学石川
隆洋副学長は「全国でも学生に対し、４トン
以上のお米を支援した団体は聞いたことがな
く、学生・職員共に大変感謝している。この
食支援は学生が青森県に恩返しするきっかけ
にも繋がるだろう」と述べた。

　　　　　これに対し阿保会長は「新型コロナウイル
スの一刻も早い収束を願うが、経済的に影響
を受けている学生には、今後も支援を継続し
て参りたい」と話した。

12121111

101099

10
月
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11
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11
月
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　青森県の10ａ当たりの収穫量は、ふるい目1.70
㎜では628㎏で平年に比べて31㎏増加しました。
　また、青森県で多く使われているふるい目1.90
㎜では600㎏となりました。これは全もみ数（穂
数×１穂当たりもみ数）が平年に比べ「多い」と
なったことに加え、登熟（開花、受精から成熟期
までのもみの肥大、充実）が、おおむね天候に恵
まれ、「平年並み」となったことによります。
　この結果、作況指数は105となりました。
　なお、地帯別10ａ当たり収量は上図のとおりで
す。
　主食用の収穫量は24万500ｔで、前年産に比べ
5,300ｔ減少しました。これは、主食用米の作付
面積が、前年産に比べて減少したことによります。

　なお、全国の主食用の収穫量は722万5,000ｔで、
前年産に比べ３万6,000ｔ減少しました。

　作況指数は、県計・作柄表示地帯の平均値と過
去30年のデータを基に作成した平年収量との対比
により公表しているものです。個々の農家の実感
と差が生じることがあります。
　具体的には農家の方々が考える平年収量は、直
近の結果を基にする場合があります。令和２年産
の作況指数は105となりましたが、前５カ年の収
量の平均値との比較では103、前５カ年のうち、
最高と最低を除いた平均値との比較では104とな
ります。

　このように青森県では平成16年以降、大きな被
害が発生せず、作柄が良好に推移していることか
ら平年収量の捉え方の違いが、作況指数の実感の
差となっていることが考えられます。

詳しくは
東北農政局ホームページをご覧下さい。
https://www.maff .go.jp/tohoku/stinfo/
kekka/index.html

あおもり
東北農政局通信

あおもり 東北農政局青森県拠点
統計チーム

℡：017-734-5511

連絡先

令和２年産

水稲の収穫量が確定
令和２年12月９日公表

～～～～～青青青青青青青青青青青青青青青森森森森森森森森森森森森森森森県県県県県県県県県県県県県県県ののののののののののののの111111111111000000000000ａａａａａａａａａ当当当当当当当当当当当当当当当たたたたたたたたたたたたたたたりりりりりりりりりりりりりりり収収収収収収収収収収収収収収収量量量量量量量量量量量量量量量ははははははははははははは　
　平平平平平平平平平平平平平年年年年年年年年年年年年年にににににににににににに比比比比比比比比比比比比比べべべべべべべべべべべ333333333333111111111111㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏増増増増増増増増増増増増のののののののののののの666666666666222222222222888888888888㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏㎏～～～～

農家実感の作柄について

表　水稲10ａ当たり平年・平均収量と
　　令和２年産水稲10ａ当たり収量との対比（1.70㎜）

区分

令和２年産
平年収量

農家実感の作柄

過去５年
平均収量

過去５年
中庸３年
平均収量

対比 対比 対比

㎏ ％ ㎏ ％ ㎏ ％

県計 597 105 608 103 605 104

青森 583 105 590 104 589 104

津軽 618 105 630 103 629 104

南部・
下北 555 105 564 103 568 103
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令和３年産主食用米の生産数量目標について

組 織 農 政 通 信組 織 農 政 通 信

１．コロナ禍の影響等で米の在庫量増加

　12月９日に公表された令和２年産米の作況指数
は県全体で「105」の「やや良」、収穫量は生産数
量目標を約９千２百トン上回り、24万５百トンと
なった。全国的には作況指数「99」の「平年並」、
収穫量は723万トンとなったが、コロナ禍の影響
もあり米の消費量が大きく減少していることか
ら、令和３年６月末民間在庫量は適正水準180万
トンを大きく上回り200万トン以上の見通しであ
る。

２．「米穀の需給および価格の安定に関す
る基本指針」による令和３年産米需給
見通し

　11月５日、国は今後の需給見通しを踏まえ、令
和３年産米の適正生産量を679万トンから693万ト
ンに上方修正した。表１のとおり、令和２年産米
の適正生産量と比較すると2.3％～3.3％の減産、
また、収穫量からは30万トン、4.2％の減産が必
要となる。

３．本県の令和３年産米生産数量目標

　12月11日、県農業再生協議会は総会を開催し、
令和３年産米の生産数量目標を221,334トンに決

定した。青森県「需要に応じた米の生産調整」に
関する要領に基づき、ＪＡ、県米穀集荷組合関連
の集荷業者および地域農業再生協議会から需要に
応じた生産計画数量を積み上げ、県全体および地
域農業再生協議会ごとの生産数量目標とした。表
２のとおり、令和２年産米生産数量目標に対し減
少率4.3％、収穫量からは減少率7.9％となる。
　また、面積換算値は、12月22日に国が公表した
令和２年産米市町村別単収等を基に算出し、県全
体の目標を37,103ha とした。生産数量目標と面
積換算値は12月末までに各地域農業再生協議会に
情報提供している。

４．非主食用米等への転換を進めるために

　県は飼料用米および新市場開拓米等に対する助
成内容を一部変更し、非主食用米等への転換を進
めることとしている。県農業再生協議会は生産者
向けのチラシ等を作成し、変更内容を周知する。
また、国が水田活用の直接支払交付金の前倒し対
策と位置付け、輸出・加工用米や大豆、野菜への
転換に10ａ当たり４万円の交付が措置された「水
田リノベーション事業」についても、詳細が分か
り次第速やかに情報提供していく。

（中央会　農業対策部）

〔表１〕 （単位：万 t）

令和２年産
米適正生産量
（目標）　Ａ

令和３年産
米適正生産量
（目標）　Ｂ

Ｂ /Ａ（％）

最大 717
693

96.7（▲3.3）

最小 709 97.7（▲2.3）

令和２年産米収穫量　Ｃ Ｂ /Ｃ（％）

723 95.8（▲4.2）

〔表２〕 （単位：t、ha）

令和３年産
米生産数量目標①

令和２年産
米生産数量目標②

増減①－②

面積換算値

221,334 231,229 39,072 ▲9,895（▲4.3%）

令和２年産
米収穫量③

増減①－③

作付実績

240,500 38,300 ▲19,166（▲7.9%）
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働くきっかけは？ 
　父が農業を営んでいる姿を見て、農家の支えになりたいと感じたからです。

業務内容を教えて下さい。 
　大豆業務、水田活用米穀業務。

働いた感想は？ 
　３年目になった今でも業務を通じて勉強不足な部分がたくさんあるので、日々積極的に業務に励んでいきたいです。
　　　　
仕事をする上で、日頃心がけていることは？ 

　「報告・連絡・相談」を常に意識しています。

特技・趣味は？ 
　バレーボールです。 　

あなたが自慢できることは？ 
　バレーボールです。

将来の夢は？ 
　周りから頼られるような存在になりたいです。　

ＪＡ全農あおもり
　米穀部　米穀総合課
　　黒

くろ

滝
たき

　　京
あつし

　さん

●プロフィール
2018年４月から勤務　つがる市出身　25歳

輝き

■ＪＡ青森中央会　　http://www.ja-aomori.or.jp/chuoukai/
　　　イベントの様子､ 歳時記､ 産直・ＪＡ情報などをご覧いただけます。
■ＪＡバンク青森　　http://aomori.jabank.org/
　　　商品・サービスのご案内のほか、マネーシュミレーションや全国のＪＡバンクへのリンク等をご覧いただけます。
■ＪＡ全農あおもり　http://www.am.zennoh.or.jp/
　　　生産量日本一のりんご・にんにく・ごぼうをはじめとした農畜産物情報や活動状況、中古農機情報を紹介しております。
■ＪＡ共済連青森　　http://www.jakyosai-aomori.jp
　　　ＪＡ共済のご案内のほか、地域貢献活動の取組みを紹介しております。

ホームページアドレス

　日本漢字能力検定協会が毎年年
末に今年一年の世相を表す漢字一
字を全国から募集し、最も応募数
の多かった漢字を、京都・清水寺
の森清範貫主の揮毫により発表し

ているが、2020年の第１位が「密」となった。
　新型コロナウィルス感染症が日本を含め世界的
に流行し、年初から現在に至るまで日々の活動が
制約された2020年。大切な人との関係が「密」接
になり、人とのつながりの大切さを再認識する機
会となった。
　ちなみにトップ５は以下のとおり。
２位（禍）、３位（病）、４位（新）、５位（変）の順。
どれもなんとなく、想像がつくようなものばかり
だ。

　「密」を選んだ理由は、①３密という言葉が日
常的になり、国民の誰もが意識するようになった
②コロナによって「密」は悪になった、というもの。
　その中で、おもしろいものに４位の「新」の理
由の中に「新しい生活様式、在宅勤務など新しい
働き方、新首相誕生、アーモンドアイがＧ１レー
ス歴代最多９勝目や最年少
で二冠となった将棋の藤
井聡太など新記録が生まれ
た」とあった。
　2021年は、新型コロナ
ウィルスへの国内での新薬
が開発され、世界中が再び
笑顔でいっぱいになれるよ
うに願っている。（公）
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https://www.agrinews.co.jp
知る、活かす、つなぐ～JAグループ情報共有運動



青森から３つの「美味い！！」

つがるロマン
TSUGARU  ROMAN

青 天 の 霹 靂
SE ITEN  NO  H EK I R EK I

まっしぐら
MASSH I GURA

 　　

専用の募集チラシをご用意しております。詳しくは農協観光青森支店まで

旅行企画・実施
お問い合わせ・
お申込み

青森支店株式
会社

TEL 017－729－8800

〒030-0847　青森市東大野二丁目1－15
総合旅行業務取扱管理者：伊藤　　亨・田川ますみ

FAX 017－729－8803

（一社）日本旅行業協会正会員  観光庁長官登録旅行業第939号

一般社団法人日本旅行業協会（JATA）の正会員です。

お
申
込
み
・

お
問
い
合
わ
せ
は

青森県知事登録旅行業者代理業第15号

JA津軽みらい旅行センター
※現在“休業中”です

青森県知事登録旅行業者代理業第28号

JA十和田おいらせ旅行センター
☎0176－23－0374
総合旅行業務取扱管理者／桜田　康子

青森県知事登録旅行業者代理業第26号

JAゆうき青森旅行センター
☎0175－72－1433
総合旅行業務取扱管理者／八重樫泰浩

12/16（水）宿泊分よりキャンペーンスタート！
縄文時代以来、最大のサービス中 !
「青森旅キャンペーン」スタート !

対象期間：2020年12月16日（水）宿泊分～
　　　　　2021年３月14日（日）宿泊分まで
　　　　　※予約数が上限に達し次第終了となります。
　　　　　※GoToトラベルは１月31日（日）宿泊分まで（予定）
対象商品：Ｎツアーの宿泊商品【割引対象エリア：青森県全域】
　　　　　※12月４日（金）以降の新規予約に限ります。
割引内容：おひとり様１泊あたり［大人・子ども同条件］（税込）
　　　　　宿泊代 10,000円以上（GoTo割引後6,500円以上）
　　　　　割引額　5,500円
　　　　　※利用回数に制限はございません（連泊は５泊まで対象）
対象条件：全国のみなさま
　　　　　（GoToトラベル事業が適用となる旅行者）
　　　　　※大人と子どものみ対象です（幼児・乳児は対象外）

「ＧｏＴｏトラベル」と
「青森旅キャンペーン」の

ダブルチャンス !
キャンペーンでお得に泊まろう‼ 
青森県へ宿泊すると！
GoToトラベル旅行代金が

5,500円の宿泊代金割引

青森の観光地を応援！
～キャンペーン詳細～

さらに、おトク‼ おひとり様１泊あたりおひとり様１泊あたり

※GoToトラベルキャンペーン一時停止中は利用できません
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